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巡
回
制
度
で
保
安
向
上

事
業
者
同
士
が
相
互
訪
問
し
検
証

日
本
ガ
ス
協
会
（
Ｊ
Ｇ
Ａ
）

は
ガ
ス
事
業
者
の
保
安
向
上
の

た
め
に
保
安
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー

制
度
を
設
け
て
い
る
。
一
方
、

近
畿
部
会
で
は
、
事
業
者
を
相

互
訪
問
す
る
巡
回
活
動
に
よ
り

組
織
体
制
や
所
有
設
備
、
顧
客

所
有
機
器
な
ど
の
保
安
レ
ベ
ル

を
検
証
、
向
上
さ
せ
る
独
自
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

巡
回
す
る
の
は
保
安
推
進
プ

ラ
ン
ナ
ー
制
度
に
従
い
、
大
阪

ガ
ス
３
人
、大
和
ガ
ス
、河
内
長

野
ガ
ス
、五
条
ガ
ス
、大
津
市
、

福
井
市
、福
知
山
市
か
ら
各
１

人
の
計
９
人
の
保
安
推
進
グ
ル

ー
プ
委
員
。
委
員
２
人
と
技
術

総
括
と
の
３
人
１
組
で
年
間
６

事
業
者
を
訪
問
し
、
３
年
で
一

巡
す
る
。
結
果
は
保
安
推
進
プ

ラ
ン
ナ
ー
会
議
で
報
告
。
全
事

業
者
共
通
の
課
題
と
し
て
意
見

交
換
し
、
検
証
結
果
を
過
去
２

回
の
デ
ー
タ
と
と
も
に
報
告
す

る
。「
事
業
者
相
互
の
比
較
意

識
が
働
き
、
部
会
全
体
の
保
安

向
上
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る
」
と
近

畿
部
会
技
術
総
括
の
大
辻
昇
さ

ん
は
効
果
を
語
る
。

独
自
作
成
の
保
安
向
上

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
検
証

受
け
入
れ
側
の
事
業
者
は
、

近
畿
部
会
が
設
定
し
た
自
主
保

安
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ

て
、
対
象
設
備
や
顧
客
所
有
機

器
な
ど
の
改
善
状
況
に
つ
い
て

事
前
に
自
己
診
断
し
、
そ
の
結

果
を
基
に
技
術
総
括
や
保
安
推

進
委
員
と
他
社
の
状
況
と
の
比

較
も
含
め
、
保
安
の
向
上
や
改

善
策
な
ど
を
意
見
交
換
す
る
。

診
断
項
目
は
１０
年
度
ま
で
は

Ｊ
Ｇ
Ａ
が
策
定
し
た
「
保
安
レ

ベ
ル
・
施
策
の
自
己
診
断
」
を

使
用
し
て
い
た
。
１１
年
度
に
保

安
レ
ベ
ル
の
管
理
手
法
と
し
て

Ｊ
Ｇ
Ａ
が
新
規
に
策
定
し
た

「
ガ
ス
保
安
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
Ｈ
Ｒ
Ｍ
）」を
導
入
し
た

が
、
Ｈ
Ｒ
Ｍ
は
数
値
管
理
を
し

な
い
た
め
、
事
業
者
の
設
備
改

善
等
の
努
力
状
況
や
他
社
と
の

比
較
が
分
か
り
に
く
い
。
そ
こ

で
近
畿
部
会
の
保
安
推
進
グ

ル
ー
プ
で
は
、従
来
の「
保
安
レ

ベ
ル
・
施
策
の
自
己
診
断
」と
Ｈ

Ｒ
Ｍ
と
を「
い
い
と
こ
取
り
」に

ま
と
め
、
新
規
項
目
等
も
加
え

て
、
数
値
管
理
が
可
能
な
「
保

安
巡
回
用
自
主
保
安
向
上
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
独
自
作
成
し
た
。

数
値
診
断
だ
け
で
な
く
、
項

目
別
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
ラ
ン
ク
を
付

け
、
そ
れ
を
分
野
別
に
集
計
し

て
評
価
す
る
。
例
え
ば
供
給
分

野
で
は
、
ね
ず
み
鋳
鉄
管
や
ね

じ
支
管
、
保
安
上
重
要
な
建
物

の
経
年
内
管
な
ど
は
、
経
済
産

業
省
の
対
策
完
了
要
請
期
限
で

あ
る
１５
年
度
を
基
準
に
「
対
象

な
し
お
よ
び
１
０
０
％
完
了
」

を
特
Ａ
、「
８０
％
以
上
完
了
」

を
Ａ
、「
５０
％
以
上
完
了
」
を

Ｂ
、「
５０
％
未
満
」
を
Ｃ
と

ラ

ン
ク
付
け
す
る
。
ほ
か
の
管
種

や
地
震
対
策
な
ど
と
合
わ
せ
て

供
給
分
野
で
の
総
合
評
価
ラ
ン

ク
を
Ｉ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
の
３
段
階
で

表
す
。
項
目
は
定
期
的
に
見
直

さ
れ
、
経
年
管
対
策
で
は
１５
年

度
３
月
末
を
新
た
な
完
遂
目
標

年
度
と
し
て
再
設
定
し
、
よ
り

評
価
を
厳
し
く
し
て
い
る
。

消
費
分
野
で
も
非
安
全
機
器

の
残
存
率
や
安
全
型
機
器
の
普

及
率
、
Ｃ
Ｏ
中
毒
防
止
と
し
て

の
一
般
家
庭
用
警
報
器
、
業
務

用
Ｃ
Ｏ
警
報
器
の
設
置
率
等
も

同
様
に
ラ
ン
ク
評
価
と
グ
ラ
フ

化
す
る
。
分
野
別
、
項
目
別
の

結
果
は
過
去
の
分
も
グ
ラ
フ
化

す
る
た
め
、
巡
回
年
度
ご
と
の

事
業
者
の
改
善
状
況
や
他
社
と

の
比
較
が
一
目
で
分
か
る
。

６
事
業
者
の
巡
回
結
果
を
相

互
に
比
較
で
き
る
形
で
ま
と

め
、
部
会
全
事
業
者
参
加
の
保

安
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー
会
議
で
事

業
者
名
を
伏
せ
て
報
告
す
る
。

し
か
し
、「
当
該
事
業
者
は
自
社

の
結
果
だ
と
す
ぐ
分
か
る
。
ほ

か
の
事
業
者
に
対
策
率
が
低
い

事
業
者
の
存
在
を
知
ら
れ
る
こ

と
に
も
な
り
、
結
果
的
に
他
事

業
者
に
比
べ
て
自
社
の
対
策
率

が
低
い
、
保
安
レ
ベ
ル
を
向
上

さ
せ
な
け
れ
ば
と
い
う
意
識
が

必
然
的
に
出
て
く
る
」
と
保
安

推
進
委
員
で
あ
る
福
知
山
市
ガ

ス
水
道
部
ガ
ス
課
・
課
長
補
佐

兼
施
設
課
長
の
今
川
稔
さ
ん
は

話
す
。

情
報
交
換
に
よ
り
相
互

の
保
安
レ
ベ
ル
向
上
へ

保
安
推
進
委
員
の
五
条
ガ
ス

業
務
部
の
井
上
祐
一
さ
ん
は

「
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
の
普
及
率

が
伸
び
悩
ん
で
い
た
事
業
者
を

訪
問
し
た
際
、
リ
ー
ス
制
度
を

活
用
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
る

自
社
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
単

に
改
善
点
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ

け
で
な
く
、
訪
問
先
の
事
業
者

と
一
緒
に
な
っ
て
普
及
方
法
、

改
善
策
等
を
考
え
る
こ
と
も
重

要
。
自
己
の
知
見
も
向
上
す

る
」
と
言
う
。

同
じ
く
保
安
推
進
委
員
の
河

内
長
野
ガ
ス
供
給
・
保
安
チ
ー

ム
課
長
代
理
の
塩
田
武
司
さ
ん

も
「
同
じ
近
畿
部
会
に
属
す
る

事
業
者
で
も
事
業
規
模
や
公

営
・
民
営
な
ど
経
営
形
態
、
供

給
区
域
の
状
況
な
ど
異
な
る
点

が
多
い
。
他
社
の
施
策
を
十
分

理
解
す
る
こ
と
で
、
自
社
の
施

策
の
満
足
で
き
る
点
、
足
り
な

い
点
、
生
か
せ
る
点
を
明
確
に

把
握
で
き
る
」
と
話
す
。

一
方
、
保
安
巡
回
を
受
け
入

れ
る
側
の
事
業
者
か
ら
は
、
事

前
に
自
主
保
安
向
上
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
沿
っ
て
項
目
別
の
診
断
作

業
を
通
じ
、
自
社
の
保
安
状
態

の
全
体
像
を
把
握
で
き
る
上

に
、
他
社
と
比
べ
評
価
が
低

か
っ
た
場
合
は
刺
激
を
受
け
、

課
題
を
認
識
で
き
る
と
い
っ
た

声
が
多
い
。

五
条
ガ
ス
の
場
合
、
ね
ず
み

鋳
鉄
管
の
残
存
数
削
減
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
下
水
道
工
事
に

随
伴
し
て
入
れ
替
え
て
い
る
が

「
五
條
市
の
下
水
道
計
画
と
当

社
の
入
れ
替
え
計
画
が
、
年
度

や
時
期
等
、
き
れ
い
に
合
わ
な

い
部
分
も
多
く
、
い
か
に
効
率

的
に
入
れ
替
え
を
進
め
る
か
が

課
題
」
と
井
上
さ
ん
。

河
内
長
野
ガ
ス
で
は
、
経
年

灯
外
内
管
の
残
存
数
減
少
や
警

報
器
の
普
及
率
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
る
。「
ガ
ス
漏
れ
警
報

器
の
普
及
率
向
上
に
今
年
度
か

ら
具
体
的
数
値
で
目
標
設
定

し
、
取
り
組
み
を
加
速
す
る
」

と
塩
田
さ
ん
。

保
安
巡
回
活
動
は
各
事
業
者

の
保
安
レ
ベ
ル
向
上
の
ほ
か

に
、
事
業
者
間
で
の
情
報
交
換

が
活
発
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
も
大
き
い
。
巡
回
中
に
は
宿

泊
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
、
委
員

同
士
は
自
然
と
関
係
が
親
密
に

な
る
。
仕
事
上
で
疑
問
点
が
あ

る
と
、
委
員
間
で
連
絡
を
取
っ

て
解
決
で
き
る
。

訪
問
先
の
事
業
者
と
も
関
係

が
深
く
な
る
。
福
知
山
市
で
製

造
を
担
当
し
て
い
る
今
川
さ
ん

は
「
部
会
内
の
製
造
設
備
所
有

事
業
者
が
少
な
く
、
他
事
業
者

の
製
造
担
当
者
と
日
頃
情
報
交

換
す
る
機
会
も
少
な
い
。
保
安

巡
回
の
お
か
げ
で
他
事
業
者
の

製
造
担
当
者
と
緊
密
な
関
係
が

構
築
で
き
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
」
と
言
い
、
そ
の
話
に
、
塩

田
氏
や
井
上
氏
も
う
な
ず
く
。

塩
田
氏
は
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
で
他
事
業
者
と
情
報
交
換

す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
場

で
掘
り
下
げ
た
会
話
は
で
き
な

い
。
こ
の
活
動
が
部
会
の
枠
を

超
え
て
で
き
れ
ば
、
ガ
ス
業
界

全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
の
で
は
」
と
他
部
会
と
の

連
携
も
含
め
期
待
を
語
っ
た
。

（
肩
書
は
取
材
当
時
）

ＪＲ、名鉄、地下鉄が乗り入れる金山総合駅。その南

口広場にガス燈が立ち並びます。これは 1999 年、広場

に隣接して名古屋ボストン美術館が開館した際、美術館

にふさわしい景観にしようと設置されたもの。広場のほ

か駅前道路でもガス燈が温かな光を放っています。

諏
訪
ガ
ス
（
濱
和
彦
社
長
、

顧
客
数
２
万
２
０
０
０
件
）
は

経
年
管
対
策
を
加
速
し
て
い

る
。
４
月
１３
日
に
は
、
日
本
ガ

ス
協
会
の
２
０
１
１
年
度
経
年

内
管
改
善
表
彰
制
度
の
増
加
件

数
部
門
で
表
彰
を
受
け
た
。
同

制
度
が
創
設
さ
れ
た
０９
年
度
以

来
、
３
年
連
続
の
受
賞
。
経
年

内
管
の
改
善
数
は
毎
年
増
え
て

い
る
。
経
年
本
支
管
の
対
策
完

了
は
２０
年
度
を
、
保
安
上
重
要

な
建
物
の
経
年
内
管
は
１５
年
度

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
片
山

浩
樹
）

◇

経
年
内
管
改
善
表
彰
は
、
経

営
ト
ッ
プ
の
経
年
内
管
対
策
の

重
要
性
に
対
す
る
認
識
と
、
現

場
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
を
目
的
に
、
ガ
ス
協
会
が

毎
年
行
っ
て
い
る
。
政
府
の
経

年
内
管
対
策
補
助
金
の
活
用
実

績
な
ど
を
評
価
す
る
も
の
で
、

今
年
で
３
年
目
と
な
る
。
諏
訪

ガ
ス
は
初
年
度
に
初
申
請
部
門

で
受
賞
（
１
件
）
し
て
以
来
、

昨
年
は
増
加
件
数
部
門
（
９

件
）
で
、
今
年
も
同
部
門
（
１８

件
）
で
受
賞
し
た
。
３
年
連
続

の
受
賞
は
同
社
だ
け
だ
。

「
以
前
は
低
カ
ロ
リ
ー
ガ
ス

だ
っ
た
た
め
、
入
れ
替
え
に
は

パ
イ
プ
の
口
径
が
今
の
倍
以
上

必
要
。
そ
れ
で
熱
変
ま
で
待
ち

ま
し
た
。
０９
年
に
Ｏ
Ｂ
を
再
雇

用
し
専
従
者
に
充
て
、
本
格
的

な
改
善
折
衝
を
始
め
ま
し
た
」

小
口
則
夫
・
業
務
部
長
は
取

り
組
み
の
経
緯
を
こ
う
語
る
。

当
初
の
対
象
数
は
５
９
４
件
。

４０
件
あ
っ
た
建
物
区
分
１
～
７

と
学
校
を

重
要
物
件
と
位
置

付
け
、
初
年
度
に
一
巡
を
完
了

し
た
。し
か
し
、ほ
と
ん
ど
が
公

営
住
宅
な
ど
公
共
物
件
で
、
す

ぐ
に
は
予
算
化
し
て
も
ら
え
な

い
。
初
年
度
の
補
助
金
申
請
は

私
立
幼
稚
園
の
１
件
だ
け
だ
っ

た
。折

衝
の
実
務
に
当
た
る
業
務

部
供
給
・
保
安
課
の
堀
江
啓
夫

さ
ん
は
、
現
役
時
代
に
営
業
所

長
を
務
め
、
折
衝
や
見
積
書
作

成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
持
っ
て
い

た
。
そ
れ
で
も

初
の
補
助
金

申
請
は
手
探
り
だ
っ
た
と
い

う
。「

書
類
の
作
成
な
ど
が
結
構

大
変
で
す
。

初
は
練
習
の
つ

も
り
で
、
と
に
か
く
１
件
と
い

う
感
じ
で
や
り
ま
し
た
。
初
年

度
に
声
を
掛
け
た
と
こ
ろ
昨
年

は
３
件
改
善
し
て
く
れ
ま
し

た
。
継
続
的
に
話
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
堀
江
さ
ん
）

補
助
金
の
使
い
勝
手
に
は
要

望
が
あ
る
と
い
う
。

「
基
本
的
に
は
１
月
ま
で
、

遅
く
と
も
２
月
中
の
竣
工
を
求

め
ら
れ
る
の
で
す
が
、
上
諏
訪

温
泉
は
夏
が
繁
忙
期
で
ホ
テ
ル

な
ど
の
工
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

１
～
２
月
は
気
温
が
低
い
た

め
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
冷
め
て

し
ま
う
の
で
本
復
旧
が
で
き
な

い
。
な
ん
と
か
１
年
を
通
し
て

使
え
る
よ
う
に
し
て
も
ら
え
る

と
、
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
」

（
小
口
部
長
）

１１
年
末
現
在
、
保
安
上
重
要

な
建
物
の
経
年
内
管
残
数
は
５

１
１
本
。
毎
年
ペ
ー
ス
を
上
げ

て
い
る
と
は
い
え
、
１５
年
ま
で

の
全
数
改
善
は
か
な
り
厳
し
い

状
況
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

堀
江
さ
ん
は
来
年
１
月
に
退

社
す
る
予
定
だ
。「
今
年
は
で

き
る
だ
け
数
を
回
ろ
う
と
考
え

て
い
る
」
と
い
う
。

「
厳
し
い
状
況
は
自
覚
し
て

い
ま
す
。
一
番
よ
い
の
は
専
従

者
を
増
や
す
こ
と
。
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
っ
た
Ｏ
Ｂ
の
活
用
を
会
社

に
提
案
し
た
い
。
あ
ら
ゆ
る
努

力
を
し
て
１５
年
完
了
の
目
標
を

ク
リ
ア
し
た
い
」（
小
口
部
長
）

塩田さん

井上さん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

諏諏諏諏諏諏諏諏諏諏諏諏諏諏諏諏諏諏諏訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガススススススススススススススススススス

保保保保保保保保保保保保保保保安安安安安安安安安安安安安安安向向向向向向向向向向向向向向向上上上上上上上上上上上上上上上へへへへへへへへへへへへへへへののののののののののののののの取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりり組組組組組組組組組組組組組組組みみみみみみみみみみみみみみみ

大辻さん

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

小口部長

近畿部会

今川さん

経年管対策を加速
改善表彰３年連続受賞

金山総合駅（愛知県名古屋市）

堀江さん

撮影：川村典幸

４
月
に
創
立
９０
周
年
を
迎
え
た

（毎週水曜日発行・週刊）（第三種郵便物認可）ガ ス エ ネ ル ギ ー 新 聞日9月5（平成24年）年2012日本ガス協会のページ9
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技
術
普
及
セ
ミ
ナ
ー
は
、
日

本
ガ
ス
協
会
が
地
方
ガ
ス
事
業

を
支
援
す
る
目
的
で
共
同
開
発

し
た
開
発
品
と
、
大
手
ガ
ス
事

業
者
が
開
発
し
た
開
発
品
を
中

心
に
、
全
国
へ
の
普
及
が
期
待

さ
れ
る
テ
ー
マ
を
選
定
し
、
普

及
の
拡
大
を
図
る
目
的
で
開
催

し
て
い
る
。
毎
年
、
ガ
ス
事
業

者
や
工
事
会
社
、
メ
ー
カ
ー
な

ど
か
ら
１
０
０
０
人
以
上
が
参

加
す
る
盛
会
と
な
っ
て
い
る
。

従
来
は
札
幌
、
仙
台
、新
潟
、

東
京
、名
古
屋
、大
阪
、福
岡
の

７
カ
所
を
会
場
と
し
て
い
た

が
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
広
島

が
加
わ
っ
た
。
今
後
は
東
京
と

福
岡
で
毎
年
開
催
、札
幌
・
新

潟
・
大
阪
と
仙
台
・
名
古
屋
・
広

島
で
交
互
に
隔
年
で
開
催
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

展
示
さ
れ
る
テ
ー
マ
は
「
供

給
設
備
に
関
わ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
お
よ
び
保
安
向
上
・
安
全
高

度
化
に
資
す
る
工
法
・
機
器
」、

「
家
庭
用
・
業
務
用
ガ
ス
拡
販
な

ど
営
業
支
援
に
資
す
る
機
器
・

技
術
」で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
を
担
当
す
る
日
本

ガ
ス
協
会
技
術
部
技
術
移
転
・

実
用
化
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
後
藤
理
文
さ
ん
は
、
最
近
の

傾
向
と
し
て
、「
デ
ジ
タ
ル
情
報

が
一
般
化
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

端
末
を
使
っ
た
技
術
な
ど
、
シ

ス
テ
ム
系
の
テ
ー
マ
が
増
え
て

い
る
。
こ
う
し
た
技
術
に
も
対

応
で
き
る
技
術
者
の
育
成
が
求

め
ら
れ
て
い
る
」
と
話
す
。

「
セ
ミ
ナ
ー
で
紹
介
す
る
技

術
や
工
法
は
既
に
実
用
化
さ
れ

て
い
る
も
の
な
の
で
、
実
機
を

触
っ
た
り
、
映
像
や
実
演
で
作

業
内
容
を
確
認
し
た
り
で
き

る
。
デ
モ
機
も
多
数
展
示
す
る

の
で
、
不
明
点
は
担
当
者
に
直

接
聞
く
こ
と
も
可
能
。
役
立
つ

技
術
を
そ
ろ
え
た
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
い
た
だ
き
た
い
」
と
来

場
を
促
し
て
い
る
。

ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
（
玉
田
稔
社
長
）
は
、
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
を
中
心
と
し
た

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｇ

Ｈ
Ｐ
、
非
常
用
発
電
装
置
な
ど

を
、
開
発
・
製
造
か
ら
販
売
、

施
工
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
一

貫
体
制
で
行
っ
て
い
る
。

同
社
は
親
会
社
で
あ
る
ヤ
ン

マ
ー
（
山
岡
健
人
社
長
）
が
グ

ル
ー
プ
事
業
を
分
野
別
に
分
社

化
し
た
の
に
伴
い
、
２
０
０
３

年
に
誕
生
し
た
。

ヤ
ン
マ
ー
本
体
は
今
年
の
３

月
１１
日
、
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
、
新
し
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
（
企
業
理
念
）

を
設
定
し
た
。
そ
の
中
に
は

「
食
料
生
産
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
の
分
野
で
お
客
さ
ま
の
課
題

を
解
決
し
、
未
来
に
つ
な
が
る

社
会
と
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
を

実
現
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
事
業
に

注
力
す
る
方
針
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
な
ど
の
影
響
に
起
因
す
る
電

力
不
足
と
、
そ
れ
以
降
、
節
電

を
求
め
る
社
会
的
要
請
に
対
応

し
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
、
非
常
用

発
電
機
の
提
案
・
販
売
に
注
力

す
る
と
同
時
に
、
太
陽
光
発
電

を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
提
案
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

定
格
出
力
５
～
３５
�
マ
イ
ク

ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
「
ジ
ェ
ネ
ラ
イ

ト
」（
写
真
）
や
定
格
出
力
４

０
０
～
７
０
０
�
中
型
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
、
バ
イ
オ

ガ
ス
マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の

ほ
か
、
非
常
用
発
電
シ
ス
テ

ム
、
太
陽
光
発
電
な
ど
、
発
電

シ
ス
テ
ム
の
幅
広
い
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
そ
ろ
え
て
い
る
の
が

同
社
の
強
み
だ
。

太
陽
光
発
電
は
、
環
境
負
荷

は
低
い
が
、
出
力
が
天
候
に
左

右
さ
れ
不
安
定
な
の
が
欠
点
で

あ
る
。
そ
の
不
安
定
さ
を
ガ
ス

コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
解
消
す
る
。

加
え
て
、
空
調
を
Ｇ
Ｈ
Ｐ
で

ガ
ス
化
す
る
こ
と
で
一
層
の
節

電
を
実
現
す
る
。
一
般
的
な
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
が
使
用
す
る
電
力

の
う
ち
４
割
は
空
調
に
使
わ
れ

て
お
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
節
電
効
果

は
非
常
に
大
き
い
。
同
社
で
は

「
発
電
も
ヤ
ン
マ
ー
、
節
電
も

ヤ
ン
マ
ー
」
を
合
言
葉
に
普
及

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ジ
ェ
ネ
ラ
イ
ト
の
１１
年
度
販

売
台
数
は
対
前
年
比
３５
％
増
、

Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
２５
％
増
と
大
き
く
伸

び
た
。
中
型
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

コ
ー
ジ
ェ
ネ
も
受
注
を
大
き
く

伸
ば
し
て
い
る
。

中
型
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー

ジ
ェ
ネ
よ
り
下
の
出
力
レ
ン
ジ

は
、
３５
�
や
２５
�
の
ジ
ェ
ネ
ラ

イ
ト
を
複
数
台
設
置
す
る
事
例

が
増
え
て
い
る
。
小
型
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
複
数
台
設
置
に
は
、

電
気
や
熱
需
要
の
変
動
に
合
わ

せ
て
、
稼
働
台
数
を
統
合
制
御

で
き
る
た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

も
高
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
こ
の
動
き
は
関
東
か
ら
始

ま
り
、
関
西
に
も
波
及
。今
後
、

全
国
的
に
広
が
る
と
同
社
は
見

て
い
る
。

停
電
対
応
（
Ｂ
Ｏ
Ｓ
）
ジ
ェ

ネ
ラ
イ
ト
も
出
荷
台
数
の
伸
び

が
著
し
い
。
ジ
ェ
ネ
ラ
イ
ト
出

荷
台
数
に
Ｂ
Ｏ
Ｓ
コ
ー
ジ
ェ
ネ

が
占
め
る
割
合
は
震
災
前
、
７

～
８
％
程
度
だ
っ
た
が
、
防
災

効
果
が
期
待
で
き
る
た
め
現
在

は
約
４
割
と
大
き
く
増
加
し

た
。一

方
、
課
題
も
あ
る
。
Ｂ
Ｏ

Ｓ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
設
置
に
は
、

停
電
時
に
使
用
す
る
電
力
負
荷

の
切
り
分
け
な
ど
、
通
常
の

コ
ー
ジ
ェ
ネ
よ
り
も
高
度
な
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
技
術
が
必
要

だ
。
設
計
・
施
工
で
き
る
技
術

者
が
限
ら
れ
る
た
め
、
人
材
育

成
が
急
激
に
伸
び
る
需
要
に
追

い
付
い
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
資
料
の
充
実
と
と

も
に
ガ
ス
事
業
者
の
設
置
担
当

者
向
け
に
研
修
会
を
実
施
し

て
、
現
場
対
応
力
を
向
上
す
る

方
針
だ
。
問
い
合
わ
せ
が
集
中

し
て
い
る
Ｂ
Ｏ
Ｓ
コ
ー
ジ
ェ
ネ

や
、
引
き
合
い
が
高
ま
っ
て
い

る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
対
応
Ｇ
Ｈ
Ｐ

な
ど
を
中
心
に
設
置
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
改
訂
の
ほ
か
、
日
本
ガ
ス

協
会
の
勉
強
会
に
講
師
を
派
遣

す
る
な
ど
人
材
育
成
活
動
を
支

援
し
て
い
る
。

国
内
だ
け
で
な
く
、
今
後
、

需
要
増
が
見
込
め
る
北
米
・
欧

州
・
豪
州
市
場
を
は
じ
め
と
す

る
海
外
市
場
で
も
ジ
ェ
ネ
ラ
イ

ト
や
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
拡
販
を
図
る
と

い
う
。

日
本
ガ
ス
協
会
は
２
０
１
２
年
技
術
普
及
セ
ミ
ナ
ー
を
、
６
月
２９
日
の
仙
台
を
皮
切
り
に
全
国
５
会
場

で
開
催
す
る
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
１
９
９
９
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年
で
１４
回
目
を
迎
え
る
。
ガ
ス
事

業
者
が
開
発
し
、
実
用
化
段
階
に
な
っ
て
い
る
最
新
・
在
来
の
技
術
の
中
か
ら
、
全
国
へ
の
普
及
が
期
待

さ
れ
る
テ
ー
マ
を
選
定
し
、
紹
介
す
る
。
今
年
は
４８
の
テ
ー
マ
が
出
展
さ
れ
る
予
定
だ
。

■サーチー遮断工具（筑紫ガス＝地方技術開

発活性化支援テーマ） 経年供内管の対策や

漏洩調査では既設のサービスチーにゴムス

トッパーを挿入してガスを遮断するが、抜け

の不安やエア抜きの必要があった。本品はね

じ込み式で抜けをなくし、エア抜きを不要と

して作業時間の短縮を図った。

■小型高効率レキュペレータ一体型ガスバー

ナ（広島ガス、東京ガス、京葉ガス、静岡ガス、

四国ガス、岡山ガス、福山ガス、日本ガス協会）

小型高効率レキュペレータ（排熱回収熱交

換器）を省エネ型バーナーと一体化し、リジェ

ネバーナーの省エネ率に近づけた。写真はレ

キュペレーターの外観。

■電力活線たんさくん（東京ガス） 50 ヘ

ルツと 60 ヘルツの周波数を発信機周波数に

見立て、高精度で探査する。埋設あるいは屋

内隠蔽部の電力ケーブルを非開削で容易に特

定でき、配管工事などでの保安の向上に役立

つ。

■ＰＥ管同径活管分岐工法（東京ガス） 同

工法はバイパス管を設置しないで既設管と同

径の活管分岐を可能とするものだが、今回の

開発で、新たに分岐方向を 360 度任意に設定

できるようにし、施工性を向上させた。

■現場作業報告支援システム（東邦ガス）

紙ベースで行っていた現場作業報告を、タブ

レット端末を活用することで効率化を図っ

た。タブレット端末に報告内容を入力し、写

真を撮影すると自動的に報告書が作成され

る。紙資源を削減し、帰社後の再入力を不要

にしたと同時に、情報の共有化が図れる。

■ガバナみはる用センターソフトの高度化

（東邦ガス） デジタル式自記圧力計を通信

化した「ガバナみはる」のセンターシステム

について、一段高い保安レベルを実現するた

め、別途開発済みのガバナー遠隔操作機能

や、供給圧力の異常を早期に発見する機能の

追加に取り組んでいる。

■仙台会場 ６月２９日（金）

１３時３０分～１６時（受付開始１３

時） 仙台市ガス局技術セン

ター 仙台市宮城野区幸町５－

１３－１ �０２２－２５６－２１１１

■広島会場 ７月６日（金）

１３時３０分～１６時（受付開始１３

時） 広島ガスガストピアセン

ター６階 広島市中区南竹屋

町１－３０ �０８２－２４０－８８８８

■東京会場 ７月１３日（金）

１３時３０分～１６時３０分（受付開

始１３時） 東京ガス本社２階大

会議室 東京都港区海岸１－５

－２０ �０４５－５０５－７３０１

■名古屋会場 ７月２０日（金）

１３時３０分～１６時（受付開始１３

時） 東邦ガス本社安全技能研

修センター 名古屋市熱田区

桜田町１９－１８ �０５２－８７２－９

４３８

■福岡会場 ７月２７日（金）

１３時３０分～１６時（受付開始１３

時） 西部ガス本社パピヨン２４

ビル２階ガスホール 福岡市博

多区千代１－１７－１ �０９２－６３

３－２２２２

＊参加費無料

■架空（露出）配管用クランプ～耐火Ｏリン

グの開発～（京葉ガス） 既存品である、亜

鉛めっき仕様のサービスクランプのＯリング

に耐火性能を持たせることで、埋設部のみで

しか使用できなかったサービスクランプを、

露出部でも使用できるようにした。

■地方ガス事業者支援による開発品

■供給設備に関わる各社の開発品

featurefeaturefeature
featurefeaturefeature
featurefeaturefeature
featurefeaturefeature

技
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全
国
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で
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催

特特集集

後藤マネジャー

技術普及セミナー会場案内

今
す
ぐ
使
え
る
技
術
を
紹
介

埋
設
や
シ
ス
テ
ム
関
連
も
充
実

セミナーで紹介される技術の例

ヤンマーエネルギーシステム

複
合
提
案
で
発
電
、
節
電
を
実
現
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